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1960年代までの京都大学における都市地理学の研究状況
はじめに
本号の共通テーマは，地理学教室をもっ日本の
いくつかの大学において，都市地理学研究，より
限定するならば中心地研究が，いつごろから，ど
のようなことを契機として始められたのかを明ら
かにし，あわせて1950年代から 80年代にかけて
日本の都市地理学研究に大きな足跡を残した渡辺
良雄について，その果たした役割を学史上に位置
づけるというものであると理解している．その中
で筆者に与えられた課題は，筆者の出身大学であ
る京都大学における都市地理学の研究状況の歩み
を解明・紹介することにある．取り扱う時代の下
限は 1960年代末とするが，それはク リスタラー
の邦訳書（クリスタラー，1969）の刊行年を意識
してのと とである．
なお筆者が京都大学文学部地理学教室に学生 ・
院生として在籍した時期は，ここで取り上げられ
る時代の中では，その最後の数年間のみであり 1),
したがって，本稿の論述に当たっては筆者自身の
直接的な体験や見聞したことがらを語るという方
法のみによることはできない．むしろ，関係者に
よる著書 ・論文などの中から手掛かりを探るとい
う， より一般的な学問史の方法を採用することに
なる．
日本における都市地理学の研究史については，
最近刊行された阿部和俊（2003）から多くのζ と
を学ぶことができる． しかし同書においては，あ
る意味では当然のことながら都市地理学を研究し
た人々の出身大学・教室に関する記述は見られず，
その意味で本稿の存在意義が阿部のこの書物に
よって完全に失われるととはないと判断する．
I 戦前 ・戦中期の状況
1907 （明治40）年に創設された京都大学文学部2)
地理学教室は，1910年に最初の卒業生2人を送り
出した.1920年代までの卒業生の数は少なかった
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が， 1930（昭和5）年ごろからはしだいに増加し，
敗戦までの卒業生（1944年9月卒業まで）の総数
は 133 人に達する（地理学談話会， 199~） . しかし，
これらの人々の中には，卒業後は地理学の研究 ・
教育の世界から離れた者も多く，何らかの形で研
究成果を公表した人は，卒業生全体の約半数にと
どまるものと恩われる．戦前 ・戦中期において成
果公表の機会をもった人ということであれば，該
当者数はさらに減少するであろう．
戦前・戦中期における京大地理学教室関係者3)
の研究成果公表の場は， 1910年代には京大史学科
の教官を中心として結成された史学研究会の機関
誌である 『史林』（その前身である『史学研究会講
演集』などを含む）を除いてほとんど存在しなかっ
たが， ・1920（大正9）年前後に『歴史と地理』や
町也球』が相次いで創刊され， ともに 10年あまり
続いたまた 1932年創刊の『地理論叢』は京大地
理学教室の機関誌としての性格をもつものであ
り，1943年の第13輯まで，不定期ではあったがほ
ぼ年1冊のペースで刊行された．地理学関係の定
期刊行物としては，ほかに 1880年代以来の長い
歴史をもっ 『地学雑誌』や日本地理学会の『地理
学評論』（1925年創刊）もあったが，戦前・戦中期
においては，これら 2誌に京大地理学教室出身者
の論文が掲載されることはほとんどなかった．ま
た商業誌としての『地理教育』や 『地理学』にも，
京大関係者が寄稿する機会はさほど多いとは言え
なかった 都市地理学の専門家として知られた西
田輿四郎が編集 ・刊行の中心的役割を果たしてい
た『地理教材研究』には，都市に関する論文（と
くに都市誌的なもの）が相当数見られるが，京大
地理学関係者によるものは皆無と言っても過言で
はない．
こうした状況をふまえ，以下では『史林』 ・『歴
史と地理』・『地球』・『地理論叢』の4誌を主な対
象として，戦前 ・戦中期に京大地理学教室関係者
が，都市地理学関係の論文（さらには著書）をど
の程度著したかについて展望したい．
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まず，1916年に創刊号を発行して以来，今日に
亙るまで刊行が続いている『史林』について，総
目録（史林編集委員会，1977）を手がかり として，
戦前・戦中期の本誌（巻数では 1巻から 30巻ま
で）に掲載された地理学関係論文の数を数えると
約60編 4）となる．しかし これらの論文の中に都
市地理学プロパーの論文と目されるものは皆無で
あった 都市地理学をかなり広義に解し，都市の
歴史地理に関するものを合めても，わずかに小牧
賓繁（1945)1編を数えうるにすぎない．
『地理と歴史』は1918年，『地球』は 1924年に
それぞれ創刊されたそれぞれ地理学と歴史学，
地理学と地質鉱物学という複数の学問にまたがる
雑誌であった前者は編集の中心が京大史学科の
メンバーであり，また後者は小川琢治5）のリー
ダーシップが強く，どちらも京大地理学関係者の
関与の度合は大きかったまた純粋の学術雑誌と
いうよりは学術雑誌と普及誌とを兼ねるという点
でも，これら 2誌は共通する性格を有している．
こうした事情を反映して， これら 2誌には京大地
理学関係者はかなり多く寄稿しているが，その中
には都市地理学関係の論文はほとんど見られな
し3
『t也理論叢』は京大地理学教室の実質的機関誌で
あり，京市アカデ、ミックな↑生格・をもつものであった．
本誌が刊行されていた当時の同教室の学風をよく
示すものと言えよう．全13冊に収録された論文
の総数は， 「資料・余録Jというジャンルに合まれ
るものを加えると 170余に及ぶが，その中には都
市地理学の業績と称して差し支えないものが約
10編存在する．必ずしも多いとは言えないが，無
視してよいほど少数とも言い切れない．その中で
代表的な論文としては，都市誌的な野津（1934,
1936），西村（1939）などや，歴史的都市の現状を
明らかにしようとした小葉田（1935）をあげるこ
とができょう．また，都市地理と人口地理との境
界領域に位置するものとして，織田（1934）や浅
井（1937,1939）がある．なお，とれら『地理論
叢』誌上の都市地理学関係論文は，すべて第10輯
(1939年）までに掲載されたものであり，『皇紀二
千六百年記念特輯」との副題をもっ第11輯（1940
年）以後には1編も見られない．小牧賓繁を中心
とする当時の京大地理学教室の学風が，それまで
のオーソドックスなものから日本地政学 ・東亜地
政学へと大きく転回したことと無関係ではないで
あろう．
戦前・戦中期には都市地理学関係の単行本の出
版はごく限られており，そのわずかな事例の中に，
京大地理学関係者によるものを見いだすことはで
きない．こうした状況の下にあって，石橋五郎・
村松繁樹（1937)6＞には，都市に関する記述も含ま
れている． しかし内容の点では，講座本としての
性格を反映してか， とくに独創性のあるものとは
認められない．また，小川琢治や石橋五郎などが
編集に当たって中心的な役割を果たした地誌叢書
の都市関係項目を京大地理学関係者が担当するこ
ともあったが，それらについても， とくに個別に
取り上げる必要はないものと思われる．
この時期の京大地理学教室に関して付け加えて
おくべき点がlつある．それは，クリスタラーの
原曹（Christaler,1933）が，刊行後まもない 1934
年3月3日に同教室の蔵書として受入れされてい
るこ とである 本曹の購入が誰のイニシアティブ
によるものかについては，今となっては明らかに
することは困難であるが，後に本教室を主宰する
こととなる織田武雄が，本書の購入を当時勤務し
ていた関西学院の図書館に要望した旨の回想を
行っている（正井・竹内，1986,pp.61-62）のが，
あるいは京大所蔵本購入時の事情との混同である
可能性も存在する？ただし，この京大所蔵本が，
戦前 ・戦中期にどの程度利用されたのかについて
は，まったく不明と言わざるをえない．少なくと
も，本書がこの時期に何らかの形で日本に紹介さ
れることは，京大関係者であると否とにかかわら
ず，なかった．
川 戦後復興期の状況
戦時中の地政学への積極的な関与のゆえに，小
牧賓繁を始めとする当時の京大地理学教室の教官
は，すべて戦後まもなく職を辞した．教室は存亡
の危機に立たされたが辛うじて廃止を免れ，東洋
史学教室の教授であった宮崎市定がしばらく教室
主任を兼ねた実質的な教室再建の役割は織田武
雄（1946年非常勤講師， 47年助教授， 50年教授）
の手にゆだねられた．
1930年ごろ以後に京大を卒業した地理学専攻
生はかなり数が多く，また戦後もコンスタントに
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卒業生を輩出したので研究室のメンバーあるい
はOBの層はかなり厚かったしかし，その中で都
市地理学を主な専門領域とした人は必ずしも多い
とは言えなかった．そのととは， とれらの人々の
研究成果の発表の場となった『人文地理』の初期
の号を見るこ とからも知ることができる．本章で
扱う年代としては同誌第7巻あたりまでが対象と
なるが， 人文地理学会（1970）を手がかりとして，
その聞に同誌に掲載された都市地理関係論文を数
えると 32編となる．そのうち京大関係者による
ものは 12編（執筆者は9人）であるが，その 12編
の中には外国論文の紹介も含まれており，また9
人の中でこの時期以後にも主として都市地理学分
野を活躍の舞台とした人はほとんどいない．
そうした中で，戦後の早い時期から都市地理関
係の論文を矢継ぎ早に執筆 ・公表したのは藤岡謙
二郎である？藤岡の略歴や都市地理学研究のあ
らましについては別稿（山田， 2003）に譲るが，
先史地理学をもともとの専攻領域としただけに，
都市地理分野についてもとの時期には歴史地理的
な論文が多く，藤岡が現代都市の諸問題にも積極
的に取り組むのは，もう少し後の時期になってか
らのことである．なお，藤岡（1955）の第2編『都
市域及びその周辺地域の変遷史的研究J は，この
時期における藤岡の都市地理研究の成果を集大成
したものと見るこ とができる．
この時期に京大地理学教室出身者によって著さ
れた論文の中に，都市地理学とはかなり距離のあ
る領域に属するものながら，クリスタラーの著書・
論文を引用したものが存在する．それは，後に京
大地理学教室を主宰することとなる水津一朗9）に
よる 2編の論文である（水津， 1954,1955）.どち
らも，ドイツを主なフィールドとして地域の階層
性について論じたものであり，水津自身の用語法
とは無関係に筆者なりに命名するならば，地域シ
ステム論的研究とすることが適切であろう．なお，
との水津によるクリスタラーの紹介は，日本語で
書かれたものとしてはかなり早い時期のものと思
われるが，必ずしも日本最初のものではない．少
なくとも，木内信蔵によるクリスタラー紹介（木
内， 1951）が水津の紹介以前に存在したことは確
かである．
この時期の終わりごろからは，渡辺良雄が東北
大学理科報告第7輯（地理学）を舞台として，都
市地理学関係論文を多数，英文で発表するように
なる（Watanabe,1953, 1954, 1955, 1958, 1959, 
1960, 1961) .海外の学界への情報発信という点
で， とくに発表された時代を考慮すると特筆すべ
きものと言えるが，半面，圏内での影響力は，た
とえば『地理学評論』などの発行部数の多い雑誌
に日本語で書かれた論文などと比べて，やや減殺
されたと推測することも可能かもしれない．
IV 1950年代後半から 60年代までの状
況
水津の影響を受けたと思われる地域システム論
関係論文が， 1959年に山澄元によって著された
（山澄， 1959）.奈良盆地と会津盆地の地域構造の
比較を目指したこの論文は 一方のフィールドを
共有すると とから当然に，渡辺良雄の論文（Wata-
nabe, 1955）を引用しているが，その引用はわずか
に，会津盆地は典型的な階層構造を有していると
いう点に限定されている．両者の関心にかなりの
差異が存在したことを物語るものであろうか．山
澄のこの論文にはクリスタラーωの引用も見ら
れ，中でもクリスタラーが供給 ・交通・行政の3
要素を取り上げていることを紹介している点は注
目に値する．ただし，この論文以後の山澄の関心
は，近世 ・近代の村落の諸問題に移行し，本論文
で追及した論点をさらに掘り下げることはなかっ
た．
前章で扱った時期から，関連する研究成果を発
表していた水津11）や藤岡は，この時期にも活動を
続け，京大の地理学専攻の院生 ・学生に大きな影
響を与えたが， 1950年代後半から 60年代を通じ
て京大で都市地理学 ・経済地理学を学んでいた院
生 ・学生に対する影響力という点では，西村睦男
の存在を無視するととはできない.1951年に京大
教養部（当時の正式名称は「分校」）に着任した西
村は， 当時は経済地理学を主たる研究領域として
おり， 2年後から担当することとなった文学部で
の専門科目（研究ωまたは演習）でも初期には 「経
済地理学の諸問題」をタイ トルに掲げるケースが
多かった．しかし，すでに戦前期に都市地理に関
する論文を公刊していたととからも伺えるように
都市への関心も強く， 1960年代には都市，とりわ
け中心地（中心集落）とその勢力圏の諸問題が講
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義で取り上げられることが多くなった．この時期
の関連論文としては西村（1965）があり，また奈
良女子大学に転出して後に西村（1977）として集
大成された
長らく史学科に置かれたこと 13）ともおそらくは
関係して，伝統的に歴史地理研究や地理学史研究
が盛んであった京大地理学教室において，歴史地
理的色彩をほとんど含まない現代の都市地理 ・経
済地理的テーマに，卒業論文に始まる研究生活に
おいて一貫して取り組んだ研究者としては，成田
孝三 ・小森星児らの世代をもって鴨矢とすると言
うことができそうである．今日も研究者として第
一線で活躍中の成田や小森について，本稿の対象
とすることは差し控えるが， 1点だけ， 1961年度
の人文地理学会大会でのシンポジウム「明治時代
の地理」において，この2人の共同で「明治の都
市」と題する発表（小森・成田， 1962）を行って
いることを指摘しておきたい．当時の京大地理学
教室（あるいは関西の地理学界）では，日本につ
いては明治維新以後は歴史地理の範囲ではなく，
都市なり農業なりの各テーマの研究者が適宜対象
時代をさかのぼりうる範囲とみなされていたこ
と14）と無関係で、はないかもしれない．
この時期（には限るまい）の京都大学において
地理学を学んでいた院生・学生達が，いかにそこ
の教官 ・先輩の影響を強く受けていたとしても，
かれらが，そうした人々以外の内外の地理学者（あ
るいは研究テーマの上で深くかかわる他分野の研
究者）の成果から学ぶことがなかった（あるいは
少なかった）というわけでは決してない．その意
味では，主に活動する学会が何であるかという点
に示される「学会」への帰属意識については出身
大学等の関係でなお研究者相互間に違いが残って
いた（今日でも残っているというのが事実であろ
う）にもかかわらず＼研究対象や研究方法を共有
するという意味での「学界」については，本章で
扱う時期にはすでに統一的なものが成立していた
と判断される．筆者自身の経験を思い出しても，
北海道石狩川中下流域の中心地構造を明らかにし
ようと試みた卒業論文（骨子は山田， 1969）や，
地域システム論への指向性をより強めた修土論文
（骨子は山田， 1971）の作成に向けての諸過程で，
木内信蔵・高野史男・渡辺良雄・石水照雄 ・森川
洋をはじめとする，京大とは直接の関係のない研
究者の諸文献から，きわめて多くのことを学んだ
のであった
本章の最後に，この時期の京大地理学教室での，
クリスタラーの書物をめぐる一つのエピソードを
付け加えておこう．それは，中心地論をめぐる議
論の活発化を受けて， 1960年代後半の同教室の院
生・学生達の聞で，研究室所蔵のクリスタラーの
原書から2固にわたって複製本が作成されたこと
である．厳密に言えば違法行為に当たるのかもし
れないが， どちらも湿式コピー（いわゆる青焼）
を用いたもので永久保存に耐えるものではなく，
それに 30年以上を経過した今日となってはもは
や時効であろう．との複製本の作成の第1回目は
おそらく 1965年ごろ，2回目は 1968年のこと
で，筆者の手元にも 2回目の複製版（2冊に分け
て簡易製本したもの）が，かなりの極色を呈しな
がらも現存している．これを用いて数人のメン
ノTー で、読書会を行った記憶があるが，第1部の内，
静態的過程の終わり近くまで進んだところで訳書
（クリスタラ ，ー 1969）が刊行され，以後， ドイツ
語で精読するのは挫折してしまった．ただ，この
複製版は原書そのものから作成されたものである
から，英訳書や邦訳書で略されている部分もすべ
て収録されており，その後も折に触れて重宝して
いる．
V 終わりに
本稿は，京都大学における都市地理学， とりわ
け中心地に関する研究の状況を歴史的にたどるこ
とを目的としたが，筆者の経験がごく限られてい
るととや，筆者自身の関心が1970年代後半以後，
中心地研究からしだいに遠ざかっていったことな
ども関係して，きわめて不十分なものに終わって
しまったむしろ，筆者よりも若干でも早い時期
に京大地理学教室で過ごされた人の方がより適任
であったのではないかとの思いも捨て切れない．
しかし，いったん執筆をお受けした以上，本稿を
提出しないという選択もすべきではなかろう．そ
う考えて，展望論文と個人的回想のミックスであ
る本稿を公表するしだいである．
（京都大学大学院人間・環境学研究科
共生文明学専攻）
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注1）厳密に示すならば，筆者は 1966年に人文地理
学専攻の学部3回生として地理学教室に出入り
することとなり，以後， 1968年に修士課程に入
学，1970年に博士課程に進学したまた本稿の扱
う時代からはやや外れるが， 1972年4月から
1973年10月まで同教室の助手を務めた．その後
1985年度までは直接同教室とのかかわりはな
かったが，1986～1987年度に非常勤講師を務め
た後， 1988年度からは教養部（1992年 10月から
は総合人間学部， 2003年度からは大学院人間・環
境学研究科）を本務としつつ，文学部の授業をも
担当している．
2）当時の名称は京都帝国大学文科大学で， 1919
年からは京都帝国大学文学部となり，戦後の
1947年に京都大学文学部に改称されたが，本稿
では戦前・戦中期を合めて京都大学（京大と略す
るととがある）文学部の名称を用いる．なお，近
年のいわゆる大学院重点化により，現在では京都
大学大学院文学研究科が正式の部局名となって
いる．
3）「関係者」という表現は，「出身者」プラス 「教
官（および同経験者）J という程度の意味で用い
る． 出身者以外の教官としては，小川琢治・石橋
五郎といった初期の教授に加え，1920年後半と
戦後の数年間の2度にわたって助手を務めた吉
田敬市などがいる．また旧制第三高等学校を母体
として戦後京大に設けられた教養部（現大学院人
間・環境学研究科・総合人間学部）で長く教授を
務め，文学部でも継続的に講義・演習を担当した
藤岡謙二郎も，京大文学部卒業ではあるものの地
理学教室ではなく考古学教室の出身であったと
いう点で，「出身者』ではなく「関係者」に含める
べきであろう．これらの教官以外に，京都大学以
外の出身者が非常勤講師を務めた例も，時期を問
わずかなりの事例があるが，都市地理学の専門家
としては，おそらく 1968年度の小林博（当時立
命館大学）が最初であったと思われる．
4）史林編集委員会（1977）では，境界領域的な論
文を複数の専門分野に重複してリストアップす
るということをかなり多く行っているので，「地
理学Jのジャンルに入れられている論文数は，こ
れよりかなり多い．ここでは，執筆者の専門分野
の如何によって関係論文数を絞り込んだ．
5）小J1は京大地理学教室の初代教授であったが，
京大理学部に地質学鉱物学教室が設置されたこ
とに伴って，1921年に理学部教授に転勤となっ
たしかし， 1930年の定年退官まで文学部にも出
講した
6）ここでは，手近に利用することのできた 「修正
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版Jの刊行年次をあげた 1932年前後に初版が刊
行されているはずであるが，未見である．なおこ
こであげた修正版は石橋・村松の共著とされてい
るが，実態としてはおそらく村松執筆・石橋校閲
というに近いものではなかったのかと推測され
る．
7）織田武雄先生退官記念事業会 （1971,p.827）に
よれば，織田が関西学院に勤務するようになるの
は1935年であり，その図書館にクリスタラーの
原書の購入を依頼したとすれば，当然同年以降の
こととなる．とすれば，織田はまず京大地理学教
室所蔵本を見てクリスタラーに注目した可能性
が高い． しかし，今日の関西学院大学図書館には
クリスタラーの原書は所蔵されていないようで，
その点，織田の回想に何らかの混乱が含まれてい
る可能性も捨て切れない．
8）上記の『人文地理』第l巻～第7巻中の都市地
理関係論文12編の内， 4編が藤岡によるもので
ある．
9）当時は大阪市立大学に勤務していた
10）山澄（1959）は『クリスターラーJ と表記して
いる．おそらく水津（1954）の表記法に従ったの
であろう．なお木内 （1951）では『クリスタラー」
と「クリスターラーJが混在している．
11）水津が大阪市立大学から京大に転じるのは
1959年であった．
12）一般的な用語法では「特殊講義Jとされる講義
ジャンルを，京大文学部では戦時中の1943年ご
ろから 1995年度まで「研究J と称していた
13) 1992年度に「文化行動学科」が新設されたこと
に伴って，心理学・社会学などの分野とともに，
この新学科に移行した大学院重点他以後も，基
本的にこの新たな枠組みで運営されている．
14）『人文地理』に毎年掲載される「学界展望』や『地
理学文献目録』において，歴史地理の項に区分す
るか否かという際の基準年が，ながらく日本を
扱った文献については明治維新であったという
事実が，このことを示しているなお，『地理学文
献目録』において， この点に変更が加えられたの
は第8集からである．
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